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３　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等 履　行　状　況

是正意見 履行済

「英語初級Ⅰ・Ⅱ」、
「基礎物理学」等の各
科目について、大学教
育として適切な内容と
なるよう再度精査し、
シラバスもあわせて修
正すること。なお、科
目を履修するに当たっ
ては必要に応じて正課
教育外のリメディアル
教育で補完すること。
（情報工学部情報通信
工学科）

平成28年度にFD推進機構運
営委員会（FD部会委員/FD
推進室）と教務委員会（教
務委員/教務課）という2つ
の委員会でシラバスチェッ
クを開始した。翌年の平成
29年度からは、双方の委員
会による2段階チェックを
開始し、授業内容や記載方
法も含めた総合的な確認体
制を構築した。この体制に
より、シラバスチェックの
強化が図られ効果を上げて
いるが、チェックの内容や
時期等については毎回見直
しを行い、改善を積み重ね
ている。（資料1、資料2）
なお、正課科目の履修にお
いて基礎学力を補う必要が
ある学生については、リメ
ディアル教育として正課教
育外に実施している「フ
レッシュマンスクール」や
当該学部設置の「学習相談
コーナー」で引き続き対応
している。

大幅な定員超過は、教
員への過度の負担を強
いるとともに、ひいて
は教育の質の低下を招
く原因となることか
ら、学生の教育環境及
び教育の質を確保する
ために、大学が自ら定
めた定員の適正な管理
に努めること。
（情報工学部情報通信
工学科）

改善意見

入学定員の適正管理を行う
ため、過去の入試に関する
データの再整理と分析を行
うとともに、合否判定のマ
ニュアルを新たに作成し実
際に運用を行っている。
当該学科においては、平成
28年度は入学者95名（入学
定員超過率1.05）、平成29
年度は入学者99名（入学定
員超過率1.10）、平成30年
度は入学者99名（入学定員
超過率1.10）となってお
り、大幅な超過にはいたっ
ていないものの引き続き入
学歩留りが予測しづらい状
況が続いている。また、平
成30年度入試においては、
国公立大学や大規模私立大
学の定員厳格化対応の影響
に加え、過去の入試データ
の蓄積量が少ないセンター
試験利用入試（中期）の志
願者増加の影響により、当
該学科以外の学科において
もさらに入学歩留りが予測
しづらい状況であった。

未履行

合否判定用マニュアルは、
恒常的に修正しており、
データ蓄積量の増加に応じ
て予測の精度が高まってい
る状況である。一方、新た
な入試制度の歩留り予測
は、出願時に得られる限ら
れた情報と他の入試制度の
情報も活用することによっ
て、本年度中にさらなる評
価軸の設定を見直す予定で
ある。また、国公立大学や
大規模私立大学の入試情報
をつぶさにチェックし、入
学者歩留まり予測のさらな
る精度向上に向けた取り組
みを引き続き行っていく。
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（注）・　「認可時」には，認可時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請

　　　　に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

シラバスの表記方法
（講義計画や評価方
法） にばらつきがあ
り、教員によっては具
体的内容を記載してい
ない科目も見受けられ
ることから、FD等を通
じて全体の表記方法を
統一するとともに、学
生が内容を把握できる
よう具体的に記載する
こと。（情報工学部情
報通信工学科） 改善意見

シラバスの表記方法（授業
計画、評価方法等）の統一
については、FD推進機構運
営委員会と教務委員会で調
整を図りながら、「シラバ
ス作成の手引き（資料
3）」の見直しを行った。
見直し内容としては、シラ
バスの役割や学生視点での
具体的な記述及び適切な評
価方法等について分かり易
く示した。また、「シラバ
ス作成の手引き」は、学科
の教務委員や非常勤講師オ
リエンテーション等を通じ
て専任、兼任問わず全ての
教員に周知している。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して
　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，当該大学に付された意見を

　　　　全て記入するとともに，付された意見に対する履行状況等について，具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。
　　　・　「履行状況」では，履行途中であれば「未履行」，履行済みであれば「履行済」を選択してください。
　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

履行済

大学設置基準は満たし
ているものの、教授の
人数が当初計画から減
少しているため、教育
課程を実施する体制と
して十分であるのか懸
念されることから、適
切に教員を補充して指
導体制を整備するこ
と。
（情報工学部情報通信
工学科） 改善意見

平成28年度以降、計画的に
順次昇格審査を申請してお
り、平成29年は9名､平成30
年度は11名の教授を配置し
た。
教員組織は、当初計画の教
授10名、准教授4名の計14
名に対し、平成30年度は、
教授11名、准教授3名の計
14名の教員を配置してお
り、当初計画を満たした。
（資料5） 履行済

履行済

辞任した教員の担当科
目は他の専任教員が担
当することにより学生
の授業科目の履修等に
影響はないとしている
が、改めて検証し、必
要があれば教員の配置
を適切に見直すこと。
（情報工学部情報通信
工学科）

改善意見

平成28年度の教員体制につ
いて当該科目の履修等に影
響がなかったか、各学期に
行われている学生アンケー
トの結果等も参考にして学
科FD会議で影響がなかった
ことを確認した。（※資料
4）
また、平成29年度以降にお
いても影響のない体制で配
置している。
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